
様式

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

管理水準の維持
向上に向けた取
組について、光星
団地地区の夜間
の防災盤監視業
務に関し、適宜業
務体制を見直し、
改善を図る姿勢は
評価できる。

▼社員一同、入居する全ての方々に「おもてなし」の
心を持って「親切・丁寧・笑顔」の対応によるサービス
の提供に努めた。

朝礼で社是を社員
全員で唱和し、社是
の意識付けを行っ
た結果、接遇に関
するアンケートで好
意的な回答が多く
いただき良い結果
が出た。

▼巡回車のアイドリングストップの実施と窓口セン
ターの省エネ対策を行った。

社員全員が意識し
環境配慮への取り
組みに努めた。

▼当初の計画のとおり、本社と各窓口センターで連
携し業務を遂行した。人材育成については、コロナウ
イルスの影響により、研修会等は実施できなかった
が、社員全員に対し個人情報に関するテスト等を
行った。

本社、各窓口セン
ターと連携し適切に
業務を行えた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼弊社は「お客様第一」「従業員満足の向上」を企業
としての基本方針（社是）に揚げ、業務方針として「安
心・安全・迅速」な管理サービスの提供「礼儀・挨拶・
言葉遣い」の躾教育に徹する指導を行い業務に努め
た。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

指定管理者評価シート

事業名 維持費（指定管理者） 所管課（電話番号） 都市局市街地整備部住宅課（211-2806）

１　施設の概要

昭和46年5月～ 延床面積 466，645.00㎡（30団地　5，709戸）

名称 中央区、東区及び白石区に設置している市営住宅

目的 住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な家賃で住宅を賃貸することにより､生活の安定及び社会福祉の増進に寄与する。

所在地 中央区、東区及び白石区

開設時期

事業概要 市営住宅等の管理

主要施設 市営住宅

２　指定管理者

名称 日興美装工業株式会社

指定期間 平成30年4月1日～令和5年3月31日

募集方法
公募

非公募の場合、その理由：

指定単位

施設数：30団地

複数施設を一括指定の場合、その理由：当該施設群はほぼ同一構造となっており、ほぼすべての
保守管理、修繕業務について共通化することでスケールメリットを活かした経費節減が可能であ
り、一括管理による効率性が著しいため

業務の範囲 随時修繕業務、緊急修繕業務、設備保守点検業務等

３　評価単位

施設数：30団地

複数施設を一括評価の場合、その理由：管理運営を行う全ての施設がほぼ同一構造であり、同一
手法により保守修繕等を行っているため

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

統括管理業務に
関する各事項につ
いては、本市が定
める仕様書に基
づき適正に業務
が行われている。

適切に実施されて
いる。
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▼　運営協議会の開催状況は下表のとおり

委託先への指導
は引き続き継続
し、協力して業務
を実施していただ
きたい。

札幌市、各指定管
理者で情報の共有
や苦情等の把握、
サービスの平等化
等の確認を行った。

▼関連機関との連絡調整の相手、年月日、内容等を
データーにて管理している。

第2回

中止

第3回

＜協議会メンバー＞

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

・新型コロナウイルスへの対応につい
て
・指定管理者監査について
・高額修繕について　ほか

開催回

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▽　札幌市との連絡調整（運営協議会等の開催）及び関
係機関との連絡調整

情報を共有した結
果、適切に業務を
行えた。

▼入居者からの苦情、利用者の安全確保、環境負
荷の低減などを指導した。

指導した結果、適切
に業務を行えた。

協議・報告内容

▼パソコンによるデーターの共有を行い全社員が必
要な情報を確認できる体制し、管理水準の向上に努
めた。

中止

札幌市（住宅管理担当課長・管理係長・担当）、各指
定管理者の統括責任者（エムエムエスマンションマ
ネージメントサービス株式会社（北・西・手稲区）、日
興美装工業株式会社（中央・東・白石区）及び株式会
社東急コミュニティー（豊平・清田・南・厚別区））

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼現金の管理は、本社経理を軸に仕様書に基づき
適切に管理を行っており、問題などは発生していな
い。

第1回

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

▼事業報告は報告様式にて札幌市に提出した。火
災や事故などの報告を適切に行った。また、札幌市
による業務・財務検査を10月と3月に受検した。

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

▼要望については、札幌市と協議し、各団地にて平
等的な対応に努め、手すり設置等を優先的に行っ
た。
▼苦情については、データーにて内容を保管し、社
員全員で情報共有して、再発防止に取り組んだ。

要望・苦情に対する
協議、情報共有し、
適切に業務を行っ
た。

▼札幌市が実施する情報セキュリティに関する研修
を3月に実施した。

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

▽　要望・苦情対応

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ング、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の
実施）

▽　個人情報保護、情報セキュリティの体制

運営協議会や来
館者アンケートに
よる意見を踏まえ
た業務改善や、
サービスの向上に
努めている姿勢は
評価できる。

適切に実施されて
いる。

適切に実施されて
いる。

適切に実施されて
いる。

業務・財務検査の
結果、適切な業務
実施を確認した。

入居者アンケート
の結果、入居者満
足度が要求水準
に達していること
から、適切に対応
にあたっているも
のと判断できる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼労働関連法令に基づき労働基準監督署に就業規
則を提出し、その規則を遵守している。

▽　総括的事項（入居者の安全確保、サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入）

（5）付随業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

札幌市と連携した
結果、適切に業務
を行えた。

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

（4）円滑な事
業実施のた
めの取組

▽　集会所管理人との協力関係の構築

▼日常点検、法定点検、整備など委託業者と協力し
て工事案内文書や注意喚起文書を配布・掲示して入
居者に周知した。また、緊急性のある工事について
は、直接訪問して理解を得た。

セミナーは検温、消
毒、ソーシャルディ
スタンス等のコロナ
ウイルス対策の上、
開催した。

市内企業の選定、
障害者雇用の取り
組みに努めた。

案内を入居者に周
知した結果、適切に
業務を遂行すること
ができた。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽　広報業務

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　施設・設備等の維持管理（保守点検、修繕、整備、退
去対応）

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

仕様書に基づき適
切に業務を行った。

▼退去届の受領や修繕、備品の更新依頼など情報
共有し、連携に努めた。

社員全員が意識
し、災害対応への
取り組みに努めた。

▼本社では発電機や災害用ストーブ、緊急用の給水
袋を準備し、試運転や燃料の確保など災害の対応に
備えた。

▽　自治会との協力関係の構築

▼自治会支援活動に関するセミナーを地域限定で10月に開催し
た。また、11月に開催する予定のセミナ―はコロナウイルス感染
拡大の為、中止とした。

▼委託先は市内に本社を置いていることを前提に選定している。
福祉施策については、指定管理業務以外となるが、積極的に障
害者法定雇用の取り組みに努めた。

▼要望等を受け、必要に応じて自治会と現地確認な
どの協力を得た。

法令に遵守して業
務を行った。

▼工事、点検等の際、利用者の安全を第一に考えて
業務を行った。また、緊急時における札幌市との連
絡体制については変更がある度に全社員に周知し
た。
▼損害賠償保険は仕様に適合したもので事故など
に備えた。

▼今年度は緊急性のある給水ポンプ更新工事（美香
保団地）や受水槽室給水管更新工事（北栄団地）を
札幌市に報告、協議し、迅速に対応した。
▼日常点検（給湯暖房器保守点検、テレビ電波障害
対策設備保守点検等）、法定点検（昇降機保守点
検、消防設備保守点検、飲料用タンク保守点検等）
を行い各関連機関へ報告した。
▼給排水設備、屋上防水、消防用設備等の老朽化
が多い中、入居者の安心・安全を第一に考え修繕を
行った。
▼非常用バッテリー及び非常用照明器具交換を行っ
た。また、遊具においては、札幌市、自治会と協議
し、撤去又は更新を行った。
▼排水管業務について、今年度は配管内のカメラ調
査を行い、その結果、今期の指定管理業務では改修
工事する必要がないと判断し札幌市へ報告した。

適切に実施されて
いる。

管理人や自治会
との意思疎通に問
題はないと判断す
る。

本市が定めるホー
ムページの水準を
確保している。
　各種案内文書や
注意喚起文書の
配布・掲示につい
ても適切に対応し
ていると判断す
る。

適切に実施されて
いる。

▼ウェブアクセシビリティの考え方に基づき
JISX8341-3：2016の適合レベルAAに準拠し、試験の
実施と公開を行った。

法令を遵守した労
働環境が整えられ
ている。

設備の劣化状況
等について、積極
的かつ詳細に報
告書を提出し、情
報共有を図る姿勢
が評価に値する。
また、各業務の実
施についても、入
居者の安全確保
を第一に優先する
とともに、住環境
向上について十
分に配慮している
と判断できる。

▽　防災
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼随時修繕費は当初の予算6,000万円に対し、7,800万円の支出超過
となり、空き住宅修繕費については予算9,300万円に対し、1億円の支
出超過となった。
▼排水管業務では予算2,800万円を組んでおり、カメラ調査費用を除
く、約2,700万円を随時修繕費、空き住宅修繕費に充てた。
▼純利益について、270万円の利益が発生しているが、空き住宅修繕
において、修繕が完全に完了した住宅のみ札幌市に報告しており、当
社の決算書と誤差が生じている。今年度は－11万円となっており、3
年度終えた時点でのトータルは－1100万円となっている。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

結果概
要

アンケート用紙に電話番号等が記載されていたた
め、直接入居者に連絡し、設備の修理を行った。

339,662

差（決算-計画）

6,701

0

0 0

6,701

▽　収支

総合満足度、接遇
に関する満足度に
ついては一定上の
評価を頂いており、
それ以外の評価も
真摯に受け止める
と共にサービスを低
下させない、サービ
スを向上させていく
ことに努めた。

（千円）

339,662

0

Ｒ２年度計画 Ｒ２年度決算

332,961 6,701

項目

収入

332,961

利用料金

実施方
法

４　収支状況

指定管理費 332,961 339,662

自主事業収入 0

指定管理業務収入

1,507 ▲ 1,507

その他

支出 352,426 336,962 ▲ 15,464

0

利益還元 0

指定管理業務支出 350,919 336,962 ▲ 13,957

自主事業支出

純利益 -19,465 2,700 22,165

▽　説明

総合満足度（住居や設備の修繕や点検はきちんと行
われれていますか？）では82.87％、接遇に関する満
足度では91.57％と一定以上の評価を得た。

３　利用者の満足度

収入-支出 ▲ 19,465 2,700 22,165

法人税等

随時修繕では緊急
性のある給排水設
備や屋上防水シー
ト等の工事が多く発
生しており、当初の
計画よりも支出超過
となった。人件費、
資材等の高騰で難
しくなっているが、見
積もり合わせの徹
底や施工方法等を
見直し、経費削減
ができるよう努力す
る。

仕様書で求める
評価水準を確保し
ていることから、業
務が良好に遂行
できていると判断
できる。

随時修繕と空き住
宅修繕の予算超
過により収支が大
幅なマイナスと
なった。　しかし、
老朽化が著しい団
地が大多数である
ことから、修繕費
の増大や、入居期
間や住み方によっ
て空き住宅修繕
費が増大すること
はやむを得ないも
のと認められる。
　今後も引き続き
見積もり合わせの
徹底や施工方法
等を見直し、経費
削減に努めていた
だきたい。

▽　利用者アンケートの結果

実施年月日　令和3年2月15日～2月28日
配布世帯数　5,499世帯
回答世帯数　1,337世帯（回収率　24.3％）
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Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

アンケ－トでは好意的な意見が多く占めたことから適切
に業務を行った。また、札幌市に建物や設備の劣化状
況等の情報を提供し、緊急性のあるものについては、札
幌市と協議し、安心・安全・迅速に対応することができ
た。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

自己評価の重点取組事項に挙げられている項目につい
て徹底しつつ、業務遂行の中で得られた経験やノウハウ
により、入居者のさらなる満足度の向上に努めてもらい
たい。

　仕様書に基づき、適正な業務を行っている。入居者ア
ンケートでは、昨年度より高評価が得られていることから
も、入居者満足度向上を意識した良好な指定管理業務
が行われていると評価できる。

▼今年度はコロナウイルスの影響により、当初見込んでいた売り上げ
よりも下がったが、赤字事業所の見直し、新規物件の獲得等の努力
で経営を立て直した。

▼個人情報については、ISO27001（情報セキュリティマネジメントシス
テム）を取得しており、研修を行っている。第三者に対する委託業務で
は暴力団関係者との委託がないように努めた。

来年度は、以下の事項について重点的に取り組みたい。
①「安心・安全・迅速」な管理サービスを基準として接遇
に関する社員のスキルアップを目指す。
②定期巡回時等で建物、設備の老朽化や危険個所の早
期発見、早期対応を行い管理水準の向上を目指す。
③計画を見直し、経費削減を目指す。
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